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（3） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人

日本保安用品協会（JSAA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣

が改正した日本産業規格である。これによって，JIS T 8153:2002 は改正され，この規格に置き換えられ

た。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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送気マスク 

Supplied-air respirators 

 

1 適用範囲 

この規格は，工場，鉱山などの事業場，火災現場，船舶，トンネル［ずい（隧）道］その他の場所にお

いて，酸素欠乏空気，粒子状物質，ガス，蒸気などを吸入することによって人体に有害のおそれがあると

きに使用する送気マスクについて規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 1501 転がり軸受－鋼球 

JIS C 1509-1 電気音響－サウンドレベルメータ（騒音計）－第 1 部：仕様 

JIS K 6330-2 ゴム及びプラスチックホース試験方法－第 2 部：ホース及びホースアセンブリの耐圧

性 

JIS T 8001 呼吸用保護具用語 

JIS T 8141 遮光保護具 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語の定義は，JIS T 8001 によるほか，次による。 

3.1 

エアラインマスクの最高使用圧力 

エアラインマスクを適切に使用するために製造業者が指定する圧力範囲の最高圧力 

3.2 

エアラインマスクの最低使用圧力 

エアラインマスクを適切に使用するために製造業者が指定する圧力範囲の最低圧力 

3.3 

SAR 用中圧ホース 

エアラインマスク用として呼吸可能な中圧の空気を空気源からホース連結部まで通すための可とう

（撓）性の管 

注釈 1 中圧は，ゲージ圧力が 98 kPa～980 kPa の範囲の圧力である。 


